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議題３ 名神湾岸連絡線に係る景観配慮要望事項について【報告】 

 

 

１ 報告の目的 

 

名神湾岸連絡線は、名神高速道路の「西宮ＩＣ」と阪神高速５号湾岸線の「西宮浜（埋

立地）」を接続する道路である。 

国の計画段階評価（構想段階における事業評価）の手続きにおいて、『延長が約３ｋｍ

の高架構造』となることが決定し、現在、国が具体的なルートや構造の検討に入ったと

ころであるが、市街地を横断する長大な高架構造物は景観に与える影響が大きいため、

市としては、今後、国に対して景観への配慮について要請する。 

 

 

２ 名神湾岸連絡線の概要 

 

大阪湾岸道路西伸部のうち、六甲アイランドから神戸市長田区の駒栄ランプ（出入口）

までの区間が平成 28年度に事業化された。この区間の完成により、５号湾岸線の交通量

は、４万台から８万台に増加すると予測されている。本市においては、内陸部から臨海

部（埋立地）へのアクセス道路となる札場筋線、今津東線、小曽根線において、既に多

くの大型車が通行しているが、西伸部の完成により、更なる交通量の増加が懸念される。 

以上の情勢から大阪湾岸道路西伸部に遅れることなく名神湾岸連絡線を整備し、臨海

部に向かう大型車を名神湾岸連絡線に集約することで、一般道の沿道環境の改善を図り、

通学路の安全を確保することを目指す。 

 

 

３ 今後の進め方 

 

今後は、近畿地方小委員会で決定された概ねのルートを基に国が具体的なルートや

高架構造の形式になどを検討するにあたって、市から名神湾岸連絡線に係る景観配慮

要望事項を国に対して提出する。 

 



名神湾岸連絡線の概略ルート図
概略ルート（ルート帯）　延長＝約３ｋｍ　幅員＝約３５０ｍ

※平成２９年１月２３日 国土交通省 社会資本整備審議会 道路分科会 近畿地方小委員会の資料より抜粋



津波浸水想定図 

【阪神淡路大震災時に西宮浜が一時孤立】 
（左：阪神高速５号湾岸線の一部落橋   右：西宮大橋の橋脚損壊） 

緊急輸送経路・避難路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名神湾岸連絡線の概要と整備効果 

名神湾岸連絡線 

大阪湾岸道路西伸部 

都市計画決定（H21.3） L=14.5km 

（仮）ﾎﾟー ﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ東ﾗﾝﾌ  ゚

（仮）ﾎﾟー ﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ西ﾗﾝﾌ  ゚

（仮）南駒栄ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ 

（仮）駒栄ﾗﾝﾌ  ゚

（仮）駒ヶ林南ﾗﾝﾌ  ゚

都市計画決定（H6.9） 
L=6.4km 

■整備効果 
 ①阪神高速３号神戸線・国道４３号の慢性的な渋滞解消 
 ②西宮市臨海部の交通課題の解消 
   （大型車の減少 → 沿道環境の改善と交通安全の確保） 
 ③３箇所の埋立地（西宮浜・甲子園浜・鳴尾浜）と内陸部を 

接続するルートのリダンダンシーの確保 
 ④津波災害時の緊急輸送経路や避難路の確保 
   （橋梁形式の道路ネットワークの形成） 

H28 新規事業着手 L=14.5km（六甲アイランド北～駒栄） 

（仮）六甲ｱｲﾗﾝﾄ゙西ﾗﾝﾌ  ゚

西宮市

尼崎市

芦屋市

ららぽーと

鳴尾浜

甲子園浜

西宮浜

： ０～１０％
：１０～２０％
：２０％以上

大型車混入率

※現況大型車混入率：Ｈ２２交通量調査結果

名湾整備後の流動

現在の流動

341

340

一般道路（通学路）に流入する大型車

西宮ＩＣ

（人口：約7,400人）

西宮市臨海部の交通状況 

六甲ｱｲﾗﾝﾄﾞ北 
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議題３ 名神湾岸連絡線に係る景観配慮要望事項（報告） 

 

陸上区間  住宅地を含む本市市街地を南北に貫く高架構造物であり、排気ガスや騒 

音による周辺・沿道環境への環境影響対策はもちろんのこと、景観上も地域 

環境を物理的に分断する壁とならないような配慮と上部工や橋脚による圧 

迫感を出来る限り軽減するデザインが求められる。 

 

海上区間  現在の良好な海辺と六甲山の山なみを眺む開放的な景観を阻害せず、む 

     しろ海辺の景観に新たな魅力とアクセントを与えるような計画が求められ 

る。 

  

■陸上区間の計画における景観配慮要望事項 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

① 桁下のクリアランスを確保しつ

つ、出来得る限り長スパンの計画

とすることで、橋脚間に広がりと

東西の見通しを確保する。 

（芝川高架橋） 

（六甲ライナー） 

（岡谷高架橋） 

④ 下部工（柱脚）をスリムに見せる

デザインとする。 

 

⑤ 防音壁を設置する場合は上部工

と一体化により細く小さく見え

るデザインを検討する。 

② 上部工を極力薄い厚みとなる構

造形式とし、端部などのデザイン

の工夫によりスレンダーに見せ

る。 

③ 上部工と下部工を一体的に見せ

るデザインとすることで全体の

ボリューム感を低減する。 
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■海上区間の計画における景観配慮要望事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■その他 高架橋下の計画における景観配慮要望事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高架下整備例（名古屋市 若宮大通り） 

（牛深ハイヤ大橋） 

① アーチ橋や斜張橋のように橋梁

の上部に突出した構造物をラン

ドマークとするのではなく、連続

桁橋など出来る限りスレンダー

な上部工とすることで、遠景では

一本の線として六甲山の山なみ

にとけこむデザインを検討する。 

 

② 上部工を極力厚みの薄い構造形

式とし、軽快で簡潔なデザインに

する。 

① 下部工を中抜き構造とするなど

見通しを確保し、圧迫感が最小限

となるデザインを検討する。 

 

② 電線類の地中化や街路樹の豊か

な緑によるすっきりとし、かつ潤

いある沿道景観の創出を行う。 


